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不火

萩
は

の

イヒ

口同瀬

重
雄

と
つ
で
あ
る
。
波
疑

・
波
義

・
芽
子

い
わ
ゆ
る
万
葉
植
物
の
ひ

な
ど
の
文
字
で
、
ち
ょ
う
ど
百
首
ほ

ど
の
萩
の
歌
が
、
『
万
葉
集
』
に
み
え

て
い
る
。

百
首
の
な
か
に
、

越
中
関
係
の
萩

の
歌
が
数
首
あ
る
。
と
り
わ
け
四
二

一
九
番
の
歌
と
そ
の
こ
と
ぱ
書
き
と

に
、
私
は
か
ね
て
季
節
に
つ
い
て
の

多
少
の
疑
念
を
い
だ
い
て
い
た
。

わ
が
宥
の

風
の

逮
み
か
も

萩
さ
き
に
け
リ

吹
か
む
を
持
た
ば

芽は右

手ぎの

の一
平三首
花2は
を
見
て
作

ナー凋催幼児交通安全教育七

九
月
十
五
日

と
あ
る
。
こ
れ
は
、

天
平
勝
宝
二
年

だ
。
去
年
も
今
年
も
、
七
月
中
旬
に

は
、
初
花
が
聞
い
た
。
紅
紫
の
そ
の

小
さ
な
花
は
、
真
夏
の
朝
夕
、
庭
に

水
を
う
っ
と
き
の
私
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
た
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、

『
万
葉
集
』
の
こ
と
ば
書
き
の
真
実

性
も
知
ら
さ
れ
た
思
い
で
あ
っ
た
。

さ
て
そ
う
合
点
し
て
み
る
と
、
歌

の
な
か
の
秋
風
を
待
つ
と
い
う
こ
と

ば
も
、

い
っ
ぱ
ん
の
秋
風
で
は
な
く
、

(
七
五

O
)
の
六
月
十
五
日
に
、
大
伴

家
持
が
よ
ん
だ
歌
だ
が
、

い
か
に
旧

早三暦
花2と
はは

季え
節
的六
(こ月
み十
て五
早日
すの
ぎ萩
はの

し
な
い
か
。
秋
風
が
吹
く
の
を
待
つ

が
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
遠
い
こ
と
だ

と
い
う
の
は
も
っ
と
も
だ
が
、
い
っ

た
い
八
世
紀
の
越
中
の
萩
は
、
そ
ん

な
に
早
咲
き
だ
っ
た
の
か
と
い
う
の

.
か
、
私
の
ひ
そ
か
な
疑
念
で
あ
っ
た

の
だ
。と

こ
ろ
で
、
呉
羽
の
里
の
わ
が
宿

一
株
の
萩
が
植
え
て
あ
る
。

の
庭
に

植
木
屋
さ
人
に
た
の
人
で
植
え
て
も

負u集ら
の』つ

野のた
に歌改
野の良
生す品
しす種
てきで
いでは
た知な
のらく
をれ」

る万
庭婦め葉

に
入
れ
た
の
で
、

あ
る
。

い
わ
ば
原
生
種
で

手火

二
十
世
紀
の
わ
が
宿
の
、
萩
は
い

つ
花
を
聞
く
か
。
八
世
紀
の
家
持
の

宿
の
萩
の
、
旧
暦
六
月
十
五
日
の
こ

ろ
に
聞
く
か
ど
う
か
。
私
は
こ
こ
数

年
の
問
、
こ
人
な
気
も
ち
で
、
庭
の

ピ

萩
を
観
察
し
て
き
た
。
す
る
と
.
と
う

家
持
は
、
萩
の
花
に
吹
く
特
定
の
秋

風
を
の
べ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

い
う
感
じ
.
か
し
て
く
る
。
も
し
そ
う

だ
と
仮
定
す
る
と
、
い
ま
は
な
さ
折

口
信
夫
氏
の
こ
の
歌
の
解
釈
が
、
当

を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

折

口
氏
は
記
す
。

「
自
分
の
屋
敷
内
の
、
萩
が
咲
い
た

こ
と
だ
。
秋
萩
の
咲
く
の
を
、
今
か

ら
ま
ち
う
け
る
と
、
非
常
に
遠
か
り

そ
う
で
あ
る
」

と。

ヘ富
山
大
学
名
誉
教
授
/

/

文

学

博

士

¥

幼
児
の
交
通
安
全
教
育
は
、
幼
児
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
よ
り
良
き
社
会
人
を
育
成
す
る
第

一
歩
に
つ
な
が
る
と
い
う
点
か
ら
、
そ
の

意
義
と
重
要
性
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
児
は
、
決
し
て
お
と
な
を
そ
の
ま

ま
小
さ
く
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

幼
児
の
心
理

・
行
動

・
感
情
な
ど
を
、
十

分
理
解
し
認
識
し
た
う
え
で
幼
児
交
通
安

全
の
新
し
い
指
導
方
法
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

上
の
写
真
は
、
九
月
六
日
、
県
総
合
体

育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
「
幼
児
交
通

安
全
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
の

一
場
面
で
す
。

こ
れ
は
、
実
際
に
幼
児
の
交
通
安
全
指
導

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
を
対
象
に
聞

か
れ
た
も
の
で
す
。

q 

こ
こ
で
は
「
右
手
を
あ
げ
て
横
断
し
ま

し
ょ
う
」
な
ど
形
か
ら
も
の
ご
と
を
教
え

こ
む
の
で
な
く
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
か
を
遊
び
ゃ
ゼ

l
ム
の

持
つ
楽
し
さ
を
通
じ
て
幼
児
自
身
が
守
る

べ
き
こ
と
を
キ
チ
ン
と
守
り
、
相
手
の
立

場
を
考
え
る
と
い
っ
た
教
育
を
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
数
多

く
の
指
導
者
が
育
成
さ
れ
、
交
通
事
故
の

な
い
日
が

一
日
も
早
く
来
る
の
を
期
待
し

た
い
で
す
ネ
。



順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
、
県
づ
く
り
プ
ラ
ン

富
山
県
民
総
合
計
画
の
進
捗
状
況

県
民
の
英
知
を
集
め
て
生
ま
れ
た
新
し
い
県
づ
く
り

0

フ
ラ
ン
「
富
山
県
民
総
合
計

画
」
が
昭
和
問
年
に
策
定
さ
れ
て
か
ら
、

二
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

「
活
力

と
温
か
い
心
に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
県
は
、
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

県
で
は
、
毎
年
度
、
計
画
の
実
施
成
果
を
取
り
ま
と
め
、

適
切
な
進
行
管
理
を
行

う
と
と
も
に
そ
の
結
果
を
県
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

進
捗
率
は
、
四
八
・

O
%

国
の
公
共
事
業
の
抑
制
傾
向
な
ど
、

昨
今
の
厳
し
い
財
政
環
境
の
な
か
で
、

昭
和
五
十
八

・
五
十
九
年
度
の
事

業
実
績
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

富
山
県
の
新
し
い
世
紀
の
基
盤
づ
く

り
を
目
指
し
、
多
数
の
県
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
と
協
力
に
よ
り
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
さ
ま
、
ざ
ま
な
施
策
、

事
業
は
、
順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
度
か
ら
六
十

一
年
度
ま
で

の
、
事
業
計
画
期
間
の
計
画
事
業
費

六
千
七
百
六
十
四
億
円
に
対
し
、
昭
和

院開の院病ンヨシ一アl
J
 

ば

五

十

八

・
五
十
九
年
度
の
実
績
事
業

リ
ノ士

山
費
は
、

三
千
二
百
四
十
六
億
円
で
、

室四企

四
八
・O
ば
の
進
捗
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企情報教育センターの関所

で
き
る
限
り
、
計
画
に
そ
っ
た
予
算

措
置
を
行
い
、
実
施
に
全
力
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

県
の
三
大
政
策
別
に
み
る
と
、
「
明

日
を
拓
く
人
守
つ
く
り
」
五

一
・
六
江
、

「
魅
力
あ
る
郷
土
守
つ
く
り
」
四
六

・六

ば
、
「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」
四
九・

O

J
Q
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
「
人
づ
く
り
」
と
「
産
業
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
※
想
定
進
捗
率

四
八

・
八
伐
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

「
郷
土
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
国

の
公
共
事
業
抑
制
に
関
連
す
る
も
の

※想定進捗率

計画事業費は 4年間の合計額で示

されているので、各年度の進捗率

を次のように想定し、 一応の目

安にしています。

24.1% 

48.8% 

74.1% 

100.0% 

第 1年度 (58年度)

第 2年度 (59年度まで)

第 3年度 (60年度まで)

第4年度 (61年度まで)

政策の柱別の計画と実績(事業費)

計画事業費 A 実績事業費 B 進 捗 率
計画区分

(58~61年度) (58・59年度) B/ A X100 

明日を拓く人づくり 9601.意円 495億、二円 51.6% 

魅力ある郷土づくり 3，657 1;703 46.6 

活力ある産業づくり 2，127 1，041 49.0 

そ の イ也 20 7 33.0 

計 6，764 3，246 48.0 

が
こ
の
部
門
で
約
八
割
も
占
め
て
お

り
、
想
定
進
捗
率
を
や
や
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、

2
 

堅
調
な
実
績
で
あ
っ
た

二 五ど
士 十ま
世 九そ
を 年
品主度
1な事
き動業
bきの

の
基
礎
と
な
る
諸
事
業
や
プ
ラ
ン
づ

く
り
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
数
多

く
の
事
業
が
計
画
に
そ
っ
て
順
調
に

進
捗
し
て
い
ま
す
。(
凹
・
五
ペ
ー
ジ

の
表
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。)

-
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
を
目
指
す

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
、
県
・
市

町
村
及
ぴ
県
民
が

一
体
と
な
っ
て

雪
に
強
い
県
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
基
本
と
な
る
総
合
雪
対
策
条
例
の

制
定
な
ど
、
重
要
な
施
策
や
事
業
に

関
す
る
調
査
・
研
究
、
プ
ラ
ン
づ
く

り
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
六
十
年

度
以
降
も
、
数
多
く
の
具
体
的
な
事

業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

-
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
基

幹
施
設
で
あ
る
高
志
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
の
開
院
、
国
際
交
流
の

拠
点
と
な
る
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

の
発
足
な
ど
数
多
く
の
事
業
が
次
々

に
完
成
し
ま
し
た
。

-
大
門
高
校
、
県
民
セ
ン
タ
ー
(
仮

称
)
、
公
社
営
畜
産
基
地
な
ど
、
調
査
・

検
討
を
終
え
た
事
業
が
着
工
さ
れ
、

完
成
に
向
け
着
々
と
建
設
が
進
ん
で

い
ま
す
。

3 

-
国
の
公
共
事
業
抑
制
の
厳
し
い
状

況
の
な
か
で
、
道
路
網
の
整
備
や
河

川
改
修
な
ど
県
土
の
保
全
を
図
る
事

業
は
、
し
っ
か
り
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
は

富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地
へ
の
企
業

立
地
が
進
む
な
ど
、
順
調
に
進
展
し

て
い
ま
す
。



三
つ
の
日
本
一

目
標
実
現
に
向
け
て

や
っ
て
お
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は

県
づ
く
り
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
築
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
時
期
で
す
。

行
政
と
の
積
極
的
な
協
力
の
も
と
に

推
進
さ
れ
た
も
の
、
国
や
市
町
村
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
も
の
な
ど
多
数

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
県
民
の
皆
き
ん
と
共

に、

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し
た
県
民

県
が
事
業
の
実
施
に
深
く
関
与
し

て
い
る
も
の
を
中
心
に
、
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
も

数
多
く
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

の
ロ
マ
ン
と
も
い
う
べ
き
日
本
一
の

本
年
は
、
や
が
て
到
来
す
る

一
世
紀
へ
向
け
て
、
さ
ら
に
飛
躍
す 十

「
健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
県
」
、
「
花
と
緑

の
県
」
「
科
学

・
文
化
県
L

に
挑
戦

し
、
全
国
に
誇
り
う
る
素
晴
ら
し
い

県
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

す
。

べ
き
六
十
年
代
の
幕
あ
け
の
年
で
も

県
民
の
み
な
さ
ん
が
独
自
の
力
で

あ
り
、
新
し
い
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

(59. 10) 

など

-神通川流域カドミウム汚染回復元第 2次事業

(59. 6) 

など

など

9等)

-クレー射撃場(福光町) (59. 10) 

着工したもの

-大門高校 (59. 8) 

・県民センター(仮称) (高岡市)

4 ) 

-公社栽li'f漁業センター (59. 11) 

-薬事研究所の移転整備 (59. 10) 

-工業技術センタ一実験棟等 (59

-上市川第 3発電所 (59. 8) 

-果樹試験場の改築 (59. 12) 

-公社営南陀基地の建設 (59

川流域カドミウム汚染回復元第 1次事業

リハビリテー ション病院の開院、高志通

センターの開聞 (59. 10) 

・呉羽 ・福岡高校の完成 (60. 3) 

など

など

など

3 ) 

(59. 12) 

さけ ・ますふ化場の竣工 (60. 3) 

公園交通安全自転車練習コースの完成

(60. 

(60. 

ま|玉l際センターの発足 (59. 11) 

省との友好県省の締結 (59.5) 

3 ) 

体育センター温水プール棟の竣工

完成、または、開館等したもの

報教育センターの開所 (59. 10) 

技術センター技術開発館の竣工

川ダムの竣工 (60.3) 

川第 2発電所の運転開始 (60.

技術交流センターの竣工 (60.

保護センターの開所 (59. 10) 

寺川公園の開園 (59. 10) 

官1I 14ha) 

r (59. 11) 

.， 
• 

区分 検討のために新たな組織が設けられたもの 調査・検討の結果、報告・提言等のあったもの

-健康づくりプランの策定、推進 -生涯スポーツプランの策定 -総合

(県民健康づくり推進協議会 59. 11) 生涯スポーツプラン策定委員会

明 -県立中央病院施設の整備 本報告 (60. 3) -常願

拓人を日〈

(県立中央病院基本構想検討委員会 59.10) -痴呆性老人対策の推進

県痴呆性老人対策研究会 -高志

-県立総合博物館の建設 本報告 (60. 1) 園

つ (21世紀の博物館をえがく懇話会 59. 11) -高校編成計画の策定 .;1く橋

くり
など 高等学校教育研究協議会 -県情

(生徒急増・急減)報告 (59.12)など

-地下水の適正利用の調査検討 -グリーンプランの策定 -神通

(県村下水研究会 59. 9) 緑化推進県民会議 報告 (60. 2) の完

魅力あ
-グリーンプランの策定 -総合雪対策条例の制定 -熊野

(緑化推進県民会議 59. 9) 県総合雪対策推進会議 報告 (60. 2) -上市

郷土づる

など など -鳥獣

-交通

くり
-とや

-遼寧

-畜産の総合的な振興方策の検討 -地域高度情報システムの研究 -工業

力業活あ産づる

(県畜産振興方策検討委員会 59. 5) 県高度情報システム研究会

など 中間報告 (59. 8) -朝11

-地域栽培漁業整備計阿の策定 -官flll

県栽培漁業推進協議会 報告 (59. 6) 

くり

など
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わたしたちの壁画展



高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、

生
き
が

い
や
健
康
保
持
そ
し
て
生
活
の
安
定

な
ど
の
た
め
に
働
く
機
会
を
求
め
る

高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
齢
者
の
雇
用
状
勢
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
高
齢
者

(
お
お
む
ね

豊かな経験と技能を

六
十
五
歳
以
上
)

の
方
々
が
就
労
を

通
し
て
、
生
活
の
安
定
を
図
り
、
健

康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
促
進
強
調
月
間

敬
老
の
日
の
九
月
十
五
日
か
ら

国

民
年
〈
え
が
変
わ
り
ま
す

〈
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
〉

。
国
民
年
金
は
全
国
民
共
通
の
基
礎

年
金
に

年
金
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ

て
、
い
ま
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
切
な

年
金
制
度
を
、
健
全
に
そ
し
て
公
平

に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
を
す
べ
て
の
人
に

共
通
の
基
礎
年
金
に
衣
替
え
し
て
、

そ
の
上
に
厚
生
年
金
な
ど
の
職
場
の

年
金
を
上
乗
せ
す
る
と
い
う
二
階
建

て
の
仕
組
み
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

。
加
入
す
る
人
は
三
種
類

新
制
度
で
は
、
現
在
強
制
加
入
と

さ
れ
て
い
る
農
業
、
商
業
、
漁
業
な

ど
の
自
営
業
の
人
に
加
え
て
、
厚
生

年
金
の
加
入
者
と
そ
の
奥
き
ん
も
加

入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
口

①

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
自

営
業
者
等
(
第

一
号
被
保
険
者
)

加
入
の
手
続
き
、
保
険
料
の
納
付

は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

② 

厚
生
年
金
の
加
入
者
(
第
二
号

被
保
険
者
)

加
入
の
手
続
き
は
厚
生
年
金
の
方

で
行
い
ま
す
。

③ 

厚
生
年
金
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
奥
さ
ん
で
三
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
人
(
第
三
号
被
保
険

者
)

市
町
村
の
国
民
年
金
窓
口
で
届
出

が
必
要
で
す
。

。
基
礎
年
金
は
三
種
類

①
老
齢
基
礎
年
金

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期

間
(
免
除
期
間
を
含
む
)
が
二
十
五

年
以
上
あ
る
人
で
六
十
五
歳
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
六
十
万
円
で
す
。
た
だ

し
こ
の
額
は
、

二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
四
十
年
間
す
べ
て
保
険
料
を

納
め
た
人
の
場
合
で
す
。
四
十
年
の

聞
に
ど
の
公
的
年
金
に
も
加
入
し
て

い
な
い
期
間
が
あ
る
と
、
四
十
年
に

不
足
す
る
分
だ
け
年
金
額
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金

ヵ
月
間
を
高
齢
者
雇
用
促
進
強
調
月

間
と
し
て
、
高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い

の
期
間
中
に
、
求
人
開
拓
と
し
て
事

業
所
訪
問
、
雇
用
主
懇
談
会
、
文
書

に
よ
る
求
人
開
拓
、
そ
の
他
啓
蒙
普

及
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

求

て
企
業
や
地
域
社
会
の
理
解
を
深
め
、

高
齢
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

人

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

求
人
に
つ
い
て
は
、
軽
作
業
、
{
倍

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
こ

直
、
雑
役
、
事
務
な
ど
高
齢
者
向
き

料職業紹介所

間齢の
者合仕

職に理事
種適化を
のしの受
仕た ー け
事就助付
が労とけ
身場なて
近所るい
に、よま

あ就うす
り労な 。
ま時高

せ
ん
か
。
常
用
雇
用
ば
か
り
で
は
な

吉
岡企

く
、
パ

l
ト
や
臨
時
の
も
の
も
歓
迎

し
ま
す
。
ご
検
討
の
う
え
、
当
紹
介

所
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
は
、
拠

出
制
の
年
金
と

福
祉
年
金
と
で

年
金
額
に
聞
き

が
あ
り
ま
す
。

新
制
度
で
は

障
害
基
礎
年
金

に

一
本
化
さ
れ
、

二
十
歳
前
の
障

害
の
方
に
も
二

十
歳
か
ら
障
害

基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金

基本額 加算額 ムロ 計

子が l人のとき 600，000円 180，000円 780，000円

子が 2人のとき 600，000円 360，000円 960，000円

子が3人のとき 600，000円 420，000円 1，020，000円

新
制
度
で
は
、
現
在
の
母
子
年
金

準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
が
遺
族
基

礎
年
金
に

一
本
化
さ
れ
ま
す
。

妻に支給される遺族基礎年金の額(昭和59年度価格)

遺
族
基
礎
年
金
を
う
け
ら
れ
る
の

遺族基礎年金

は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
人
の
収
入

で
生
活
し
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
で
す
。

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

の
年
金
額
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

求

職

求
職
に
つ
い
て
は

お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て

職
業
紹
介
お
よ
ぴ
各
種
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

，、?
、
.
0

・
d
r
、
t
u--高

齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
富

山
県
社
会
福
祉
会
館
の
三
階
に
あ
り

ま
す
。

i 連
14 絡

先
は

壬雪

山
市
舟
橋
南
町

電
話

0
7
6
4
(
3
2
)
 

2
9
5
8
で
す
。

ま
た
次
の
と
こ
ろ
で
定
期
巡
回
相

6 

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

O
高
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

主吉
田1

岡
市
清
水

1
1
7
l
初
(
高
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
)

毎
週
火

・
水

・
金
曜
日

O
砺
波
市
働
く
婦
人
の
家

砺
波
市

栄
町

7
1
3
(
砺
波
市
高
年
齢
者
職

業
相
談
室
内
)

毎
週
木
曜
日

O
魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

魚
津
市
新
金
屋
2

(
魚
津
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
)

毎
週
水
曜
日

障害基礎年金

級の障害 750，000 円円1 (月額62，500fIl)

級の障害 600，000 円円2 (月額50， OOOfIl) 

加算対象の子 カ日 算 額

1人目 ・2人目(1人につき) 各 180，000 円円
(月額15，000fIl)

3人目以降(1人につき) 各 60，000 円円
(月額 5，000fIl)

フ

3人目以降は 1人につき60，000円が加算されます。

子に支給される遺族基礎年金の額(昭和59年度価格)

基本額 加算額 t口』 言十 り1支人給当額た

子のがと1人き 600，000円 600，000円 600，000円

子が 2人き 600，000円 180，000円 780，000円 390，000円
のと

子のがと3人き 600，000円 240，000円 840，000円 280，000円

注) 3人目以降は 1人につき60司000円が加算されます。

、ぽ



や
さ
し
さ
を
隣
人
に

共
同
募
金
に
御
理
解
と
御
協
力
を

共
同
募
金
運
動
は
勺
毎
年
十
月

日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
活

気
あ
る
声
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
三
ヶ
月
間
、

街
は
「
赤
い
羽
根
」
の
ま
ご
こ
ろ
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
昭
和
二
十
二
年
に

国
民
助
け
合
い
の
精
神
に
基
づ
き
、

民
間
社
会
福
祉
事
業
の
お
と
ろ
え
を

救
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
三
十
数
年
間
、
そ

の
精
神
は
生
き
続
け
、
「
赤
い
羽
根
」

共
同
募
金
と
し
て
、
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

募
金
運
動
は
、
社
会
福
祉
事
業
法

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
を
単
位
と

し
て
行
わ
れ
、
集
め
ら
れ
た
寄
付
金

は
、
福
祉
ニ

l
ズ
の
よ
り
高
い
順
に

計
画
的

・
合
理
的
に
配
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
社
会
変
化
に
伴
う
福
祉
ニ

l
ズ
の

多
様
化
等
の
た
め
、従
来
に
比
べ
、
よ

シ
リ
ー
ズ

り

一
層
適
切
な
配
分
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

募
金
の
使
い
方

一
般
に
募
金
の
配
分
を
受
け
る
の

は
、
体
の
不
自
由
な
人
々
や
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
々
だ
け
と
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
現
在
で
は
児
童
ク

ラ
ブ
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
住
民

の
自
発
的
な
活
動
に
も
配
分
さ
れ
、

活
気
あ
る
社
会
づ
く
り
に
大
き
く
役

立
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
老
人
ホ

ー
ム
、
保
育
所
な
ど
の
施
設
に
対
し

れ入て
てやも
い遊配
まぴ分
す場さ
。 のれ

整
備送
な迎
ど自
に動
も車
使の
わ購

募

金

の

方

法

募
金
の
方
法
で
す
が
、
街
角
で
行

う
街
頭
募
金
、
各
家
庭
を
対
象
と
し

た
戸
別
募
金
、
企
業
を
対
象
と
し
た

法
人
募
金
、
企
業
の
中
で
奉
仕
団
を

つ
く
っ
て
行
う
職
域
募
金
な
ど
が
あ

成
人
病
の
予
防
(
5
)

邑
泊
⑭
申
⑭
円
切
anvnω

肥
満
と
は

肥
満
に
は
、
体
内
で
脂
肪
を
分
解

す
る
機
能
が
低
下
し
た
り
、

ホ
ル
モ

ン
や
代
謝
異
常
に
よ
っ
て
太
っ
て
く

る
「
症
候
性
肥
満
L

と、

そ
う
で
な

い
肥
満
「
単
純
性
肥
満
」
が
あ
り
ま

す
。
肥
満
者
の
ほ
と
ん
ど
は
後
者
で

食
べ
す
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど
、
摂
取

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

太
っ
て
く
る
と
ス
タ
イ
ル
が
悪
く

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
内
ベ
ル
ト
の
穴

が

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
伸
び
る
と
寿

命
が

一
年
縮
む

の
こ
と
は
の
よ
、
っ

に
、
糖
尿
病

・
高
血
圧

・
心
臓
病
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
原
因
に
な

り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

肥
満
の
判
定

肥
満
は
体
脂
肪
の
つ
き
す
ぎ
の
状

態
で
す
。

一
般
に
は
身
長
別
の
体
重

を
目
安
と
し
て
肥
満
の
度
合
を
判
定

し
て
い
ま
す
。
下
表
は
、
厚
生
省
編

成
の

H

あ
な
た
の
体
重
表
H

で
す
。

倒
の
幅
に
入
っ
た
ら
、

ふ
と
り
す
ぎ

の
要
注
意
で
す
。
た
だ
し
、
成
人
で

身
長
の
低
い
人
や
思
春
期
の
人
は
、

こ
の
中
に
入
っ
て
も
身
体
の
調
子
さ

え
よ
け
れ
ば
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

ωの
部
分
に
入
っ
た
ら
、
ま
ず
太
り

す
ぎ
と
考
え
て
対
策
を
た
て
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、
自
分
で
肥
満
を
治
療

す
る
こ
と
は
危
険
を
伴
い
や
す
く
、

ま
た
食
欲
を
お
さ
え
る
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
か
ら
、
極

度
の
肥
満
の
場
合
は
医
師
の
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

肥
満
に

な
ら
な
い
た
め
に

肥
満
予
防
対
策
と
し
て
は
、
食
べ

た
分
だ
け
活
動
す
る
こ
と
が

一
番
よ

い
方
法
で
す
が
、
実
際
に
毎
日
実
行

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

例
え
ば
、

一
日

一
0
0キ
ロ
カ
ロ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
募
金
の
額
で

み
る
と
、
圧
倒
的
に
多
い
の
が
戸
別

募
金
で
全
体
の
約
七
割
を
占
め
、
次

い
で
法
人
募
金
が
二
割
弱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
の
募
金
額

昨
年
度
の
富
山
県
の
募
金
結
果
を

み
る
と
、
募
金
目
標
額
九
千
万
円
に

対
し
て
、

一
億
三
百
二
十
三
万
七
千

百
七
十
九
円
集
ま
り
ま
し
た
。
目
標

額
、
は
超
え
た
も
の
の
、
こ
れ
を

一
人

当
り
の
平
均
募
金
額
で
み
る
と
、
昨

年
度
は
金
国
平
均
百
七
十
六
円
に
対

し
、
富
山
県
は
百
五
十
九
円
で
、
全

国
四
十
七
都
道
府
県
中
三
十
八
位
と

決
し
て
高
い
数
字
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

今
年
度
の
全
国
の
共
同
募
金
会
の

配
分
テ
l
マ
は
、
「
施
設
の
地
域
開
放

事
業
へ
の
配
分
」
で
す
。
施
設
が
行

う
地
域
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

リ
l

(ジ
ュ
ー
ス

一
本
)
の
過
剰
摂

取
を
続
け
る
と

一
か
月
三
三

0
グ
ラ

ム、

一
年
で
約
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
体

重
増
加
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
運
動

で
消
費
し
よ
う
と
す
る
と
、
毎
旦
ニ
十

ー
四
十
分
歩
き
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り

あ
な
た
の
活
動
に
あ

わ
せ
た
消
費
工
、
不
ル
ギ
!
と
し
て
の

摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
正
し
く
守
り
、
栄

養
学
的
な
配
慮
を
し
た
食
生
活
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

具
体
的
に
は
、
付
低
工
、
不
ル
ギ
l

食
を
原
則
に
、

ω脂
肪
の
少
な
い
肉

や
魚

・
大
豆
製
品

・
牛
乳
な
ど
良
質

の
た
ん
白
質
を
毎
食
に
、

同
動
物
性

脂
肪
を
ひ
か
え
植
物
油
を
、

同
穀
類

や
砂
糖

・
菓
子

・
ア
ル
コ
ー
ル
類
な

ど
糖
質
は
ひ
か
え
め
に
、

ωピ
タ
ミ

ン

・
ミ
ネ
ラ
ル
の
多
い
野
菜
が
不
足

し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、

付
食
事
内
容
に
関
心
を
も

つ
、
口
一

日
三
食
規
則
正
し
く
、

日

ゆ
っ
く
り
、

よ
く
か
ん
で
、
側
汁
物

生
野
菜
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い
食

物
を
先
に
な
ど
、
食
べ
方
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
朝
食
の
欠
食
や
夕
食

の
ま
と
め
た
ド
カ
食
い
は
、
自
ら
肥

積
概
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
従
来
、
施
設
が
入

所
者
の
た
め
に
有
し
て
い
る
機
能
を
、

な
資
金
を
集
め
る
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
「
た
す
け
あ
い
」
と
い
う
県
民

一

人
ひ
と
り
の
参
加
に
よ
る
社
会
連
帯

地
域
に
住
む
在
宅
の

一
人
ぐ
ら
し
老

人
や
寝
た
き
り
老
人
、
障
害
者
な
ど
、

意
識
の
高
揚
も
そ
の
日
的
と
し
て
い

ま
す

D

福
祉
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

暖
か
い
助
け
合
い
の
精
神
に
満
ち

な
人
々
に
対
し
て
ま
で
拡
大
し
開
放

し
て
も
ら
お
う
と
、
既
存
の
施
設
に

た
明
る
い
郷
土
を
築
く
た
め
に
も
、

共
同
募
金
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
す
る
地
域
開
放
事
業
の
推
進
に
テ

コ
入
れ
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、

富
山
県
共
同
募
金
会

で
も
、
今
年
度
の
募
金
目
標
額
を
昨

年
度
よ
り

一
千
万
円
高
い

一
億
円
と

し
、
昨
年
度
を
上
回
る
配
分
が
で
き

B 

る
よ
う
募
金
運
動
を
展
開
し
て
い
く

計
画
で
す
。

ま
た
、
こ
の
共
同
募
金
運
動
は
、

句島

満
へ
の
危
険
を
呼
ぴ
こ
ん
で

9 

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
活
面
で
は
、
付
こ
ま
め

に
身
体
を
動
か
し
、
行
動
は

テ
キ
パ
キ
と
、

口
長
続
き
す

る
運
動
を
と
り
入
れ
る
。
日

体
重
を
週

回
は
測
定
し
記

録
す
る
な
ど
し
て

く
れ
ぐ

れ
も
誤
っ
た
栄
養
知
識
や
誇

大
宣
伝
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
体
重
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

重

@
0
0
0
0
0
0
0
0
0

持

K
9
8
7
6
5
4
3
2
1

，a勾
ι
E

11 0 120 130 140 150 160 170身長cm

厚生省栄養課「あなだの体重表」

Cの人

Dの人

太りすぎはいろいろな病気を招きます。適正

な体重になるようにくふうしましょう 。

太りつつある人は特に注意が必要です。栄去を

と運動の調和をはかつて体重のコントロール

をしましょう 。

だいたい安全です。

特に急にやせてきたときは、 早めに健康診断

を受けましょう 。

Bの人

Aの人
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砂
図
書
館
内
を
ま
わ
り
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
す

(
左
端
が
水
間
さ
ん
)

富
山
市
茶
屋
町
、
旧
国
道
八
号
線

呉
羽
山
公
園
口
よ
り
北

へ
四
五

O
M

の
と
こ
ろ
に
、
県
立
図
書
館
が
あ
り

ま
す
。

今
回
は
こ
の
県
立
図
書
館
を
富
山

市
に
お
住
い
の
水
間
直
こ
さ
ん
に
ル

ポ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

v
 

‘F

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・シ
ス
テ
ム
に
よ
る
検
索

4
閲
覧
室

な
い
ひ
ろ
い
現
場
を
案
内
し
て
も
ら

っ
た
。資

料
課
で
は
、
図
書
購
入
選
択
委

会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
図
書
を

を整
つ'理
く し
っ
て番
い号
るを

付
し

蔵
書
目
録

普
及
課
に
は
十
冊
を

一
セ

ッ
ト
と

し
て
貸
し
出
す
、
読
書
会
テ
キ
ス
ト

が
書
架
に
並
ん
で
い
る
。
読
書
会
は
、

富
山
市
立
図
書
館
内
に
三
十
以
上
も

あ
る
と
聞
い
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
を
含
め
て
県
下
に
八
十

五
グ
ル

ー
プ
あ
る
と
い
う
。
県
機
関

の
刊
行
物
も
併
せ
て
配
布
し
、
市
町

村
出
版
物
の
中
継
も
行
っ
て
い
る
。

書
庫
に
入
る
と
、
膨
大
な
新
聞
・

雑
誌
、
古
文
書
が
目
に
入
り
、

一
階

か
ら
三
階
ま
で
に
三
十
万
冊
が
保
管

さ
れ
、
こ
の
ほ
か
閲
覧
室
に
約
三
万

冊
出
し
て
い
る
。
殆
ん
ど
空
ス

ペ
l

ス
が
な
く
な

っ
て

い
る
の
で
、
東
側

で
新
設
準
備
に
入

っ
た
公
文
書
セ
ン

タ

l
(仮
称
)
の
書
庫
と
廊
下
で
結
ぴ
、

明
後
年
か
ら
約
三
十
万
冊
を
収
蔵
す

る
と
い
う
。

故
人
寄
贈
の
「
文
庫
」
に
、
新
し
く

中
島
文
庫
が
加
え
ら
れ
た
が
、
百
年

も
つ
づ
い
て
名
が
残
る
デ
レ

l
ケ
の

県
立
図
書
館
を
見
て

『私
の
県
政
ル
ポ
』
、
で
取
材
す
る

こ
と
に
な
り
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
県

立
図
書
館
を
訪
ね
、
館
長
室
で

『要

覧
』
と

『年
表
』
を
い
た
だ
い
て
、

状
況
説
明
を
、
つ
け
た
。

県
の
拠
点
図
書
館
と
し
て
、

H

調
査

・

研
究
の
た
め
の
図
書
館
ル
収
集

・
保

存
の
た
め
の
図
書
館
H

H

県
下
の
図
書

館
の
た
め
の
図
書
館
H

で
あ
る
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
従
っ
て

県
下
七
館
の
情
報
を
繰
り
込
み
、
七

十
五
万
枚
を
超
す
総
合
目
録
カ

l
ド

を
収
録
し
、
連
絡
車
に
よ
っ
て
、
相

互
貸
借
を
緊
密
に
し
て
い
る
。
調
査

や
相
談
に
つ
い
て
は
、
半
数
は
電
話

に
よ
る
も
の
を
受
け
付
け
て
い
る
。

現
在
県
下
に
は
、
市
立
二
十
四

・

町
立
二
十

・
村
立
八
と
合
わ
せ
て
五

十
二
館
も
の
図
書
館
が
あ
り
、
こ
れ

ら
と
連
絡
し
か
っ
援
助
し
て
い
る
が
、

他
館

へ
の
年
間
貸
出
は
八
千
冊
で
、

う
ち
読
書
会
テ
キ
ス
ト
が
そ
の
半
分

を
占
め
て
い
る
。

富
山
県
の
図
書
館
の
普
及
度
は
高

い
が
、
調
査
・
研
究
の
た
め
の
利
用

度
は
、
い
ま
だ
低
い
。

な
に
か
知
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た

ち
、
出
か
け
て
い
か
な
く
て
も
、
手

12 

軽
に
電
話
で
尋
ね
れ
ば
調
べ
て
も
ら

え
、
ま
た
地
域
の
図
書
館
で
申
し
込

め
ば
、
数
日
に
し
て
そ
の
本
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
蔵
書
目
録
」
三
巻
と
索
引
の
発
刊

計
画
は
、
本
年
度
中
に
上
巻
が
完
成

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
導
入

の
基
本
計
画
は
す
で
に
策
定
さ
れ
、

三
年
後
に
は
さ
ら
に
ひ
ろ
い
検
索
が

容
易
に
な
る
。

聞
く
と
、
現
在
二
十
四
名
の
職
員

が
総
務
、
資
料
、
調
査
、
普
及
の
四

課
に
わ
か
れ
て
、
館
を
運
営
し
て
い

る
。
館
長
室
を
出
て
、
間
仕
切
り
の

実
測
平
面
図
が
、
常
願
寺
川
だ
け
で

な
く
、
神
通
川

・
黒
部
川
の
も
の
が

大
き
な
軸
物
と
な

っ
て
保
存
さ
れ
て

い
る
。

調
査
課
だ
け
が

一
階
に
あ
り
、
閲

覧
、
相
談
業
務
な
ど
に
応
じ
て
い
る
。

現
知
事
の
発
案
で
「
雪
の
文
献
」
が
中

二
階
に
あ
つ
め
ら
れ
、
刊
行
本
の
ほ

か
論
文
が
い
ま

一
万
点
を
超
え
て
収

集
さ
れ
て
お
り
(
隣
室
に
故
加
茂
豊

さ
ん
の
山
の
本
が
保
管
さ
れ
て
い
る
)、

下
の
閲
覧
室
の

一
部
に
は
昨
年
か
ら

「富
山
の
本
」
コ

ー
ナ
が
設
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
特
許
に
関
す
る
資
料
が

よ
く
整
理

・
保
存
さ
れ
て
い
て
、
他

県
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
昨
年
よ

り
金
沢
工
業
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

検
索
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
十
三
種

の
年
間
増
加
目
録
な
ど
が
毎
年
編
さ

ん
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

五
十
二

・
三
年
の
ま
る
二
年
間
、

明
治
時
代
の
新
開
通
覧
の
た
め
、
山
-

館
に
か
よ
っ
た
経
験
が
あ
る
が
、
こ

の
た
び
初
め
て
館
内
全
般
を
見
る
機

会
を
得
て
幸
い
で
あ
っ
た
。

レ
ポ
ー
タ
ー

水
間

直

ー
四

(内
三
二
八

県
広
報
課
で
は
、

こ
の

「私

介3

の
県
政
ル
ポ
」
の
コ

ー
ナ
ー
に

参
加
・
協
力
し
て
下
さ
る
レ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
の
資
格
は
性
別
・
年
齢

職
業
を
問

い
ま
せ
ん
。
個
人

グ
ル
ー
プ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

県
政
に
対
す
る
卒
直
な
意
見

感
想
を
諾

っ
て
い
た
だ
け
る
方

の
応
募
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

V
応
募
要
領

応
募
は
葉
書
ま
た
は
電
話
で

表

回目ロロロ

「富 .. 
私山山
の県市
県知新
政事総
ル公 幽
ポ室 一事貧
民広 番
宛 報七

課 号

裏

性連住氏見
別絡所名た

{ ・ ~い
さ年( 施
歯告電 設

k零7・話 名
寄317験番 な
、芯ナ業号 ど
のの ) 
で場

露は
い代

V
電
話
で
の
応
募
お
よ
び
問
い

合
わ
せ

県
広
報
課
宮

(
O七
六
四



ワ
タ
リ
ガ

菱
形
の
甲
羅
を
も
っ
た
カ
ニ
、
ワ
タ
リ

ガ
ニ
が
い
ま
す
。

ワ
タ
リ
ガ
ニ
は
、
足
の
最
後
の

一
対
が

平
た
く
オ

l
ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
泳

ぐ
作
用
を
し
ま
す
。
そ
の
他
の
足
で
砂
を

掘
っ
て
も
ぐ
り
、
目
だ
け
出
し
て
、
エ
サ

を
大
き
な
は
さ
み
で
捕
え
て
食
べ

i
h

ま
す
。
夜
に
な
る
と
水
面
に
出
て

阿
阿
醐

浮
か
ぴ
泳
ぎ
ま
わ
り
ま
す
。
群
を

h

，

な
し
て
遠
く
に
移
動
す
る
の
で
ワ

川
内

タ
リ
ガ
ニ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
で
す
。
昌

司

英
語
で
「
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
」

』
F
陶

(
泳
ぐ
カ
ニ
の
意
)
の
名
が
あ
る

削
勺

の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

-E・

ワ
タ
リ
ガ

一一
に
も
た
く
さ
ん
種

と

類
が
あ
り
ま
す
が
、
富
山
で
最
も

多
い
の
が
、
ガ
ザ
ミ
と
い
う
種
類
。
甲
羅

の
色
は
、
オ
ス
が
暗
い
緑
色
で
白
い
霧
状

の
模
様
が
あ
り
、
メ
ス
に
は

一
様
に
暗
い

紫
、
あ
る
い
は
褐
色
の
模
様
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ガ
ザ
ミ
と
よ
く
似
た
ジ
ャ
ノ

メ
ガ
ザ
ミ
も
よ
く
交
じ
っ
て
い
て
、
そ
れ

に
は
甲
羅
に
三
個
の
紋
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、
富
山
湾
に
は
ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
ニ

が
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
甲
羅
に
鋭
い
ト
ゲ

が
な
く
「

H
L
型
の
模
様
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
肉
が
少
な
い
の
で
食
べ
る
の
に
は

向
き
ま
せ
ん
。

ワ
タ
リ
ガ
ニ
は
、
腕
の
部
分
が
細
く
、

殻
が
硬
い
の
で
食
べ
る
の
に
は
、
ホ
ネ
が

折
れ
ま
す
が
、

二
杯
酢
で
食
べ
る
の
が
お

い
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鍋

も
の
な
ど
に
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
小
型

の
も
の
は
味
噌
汁
に
入
れ
て
食
べ
る
と
大

変
風
味
が
あ
り
ま
す

悔
也

2
0
す
0
0

温
泉
の
廃
湯
を
利
用
し
て

ロ
ー
ド
ヒ
|
一
ア
イ
ン
グ

(宇
奈
月
温
泉
街
)

ア
ツ

l
イ
夏
が
終
わ
っ
て
、
早
く
も
冬

の
話
題
を
・
・・:・
。

一
昨
年
か
ら
無
雪
害
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
宇
奈
月
町
で
は
、
旅
館
や
ホ
テ

ル
で
使

っ
た
温
泉
の
廃
湯
を
利
用
し
た
ロ

ー
ド
ヒ

l
テ
ィ
ン
グ
に
よ

っ
て
雪

'

'

を
融
か
そ
う
と
い
う
試
み
が
昨
年

@
.

冬
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

晶

M

果
予
想
以
上
の
効
果
が
あ
り
、
今

句
。

年
三
月
計
画
路
線
四
百
八
十
川
全

‘
，

線
に
融
雪
装
置
が
設
置
さ
れ
、
今

1

川

冬
も
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

'
'
・

い
ま
ま
で
温
泉
利
用
の
消
雪
は
、

か

群
馬
県
草
津
温
泉
な
ど
に
例
は
あ

固

3

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
パ
イ
プ
に
直

B

・

接
温
泉
を
通
し
道
路
に
散
水
す
る

g

・

方
式
で
、
今
回
宇
奈
月
温
泉
街
に
設
置
さ

れ
た
も
の
は
、
廃
湯
を
利
用
し
た
無
散
水

熱
交
換
方
式
と
呼
ば
れ
る
全
国
で
も
初
め

て
の
も
の
。

こ
の
方
法
は
温
泉
街
二
十
二
軒
の
ホ
テ

ル
や
旅
館
、
十
八
ヵ
所
の
保
養
所
な
ど
か

ら
出
る
浴
場
の
廃
湯
を
黒
部
川
河
原
に
設

宅
地
建
物
の
購
入
は
慎
重
に

最
近
「
宅
地
や
建
物
の
購
入
契
約
を
し
た
が

や
め
た
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
L

と
い
う
相

談
が
セ
ン
タ
ー
に
相
次
い
で
い
ま
す
。
五
十
九

年
度
は
二
一十
八
件
、
六
十
年
度
に
入
っ
て
か
ら

は
四
月
か
ら
八
月
ま
で
に
十
九
件
に
も
達
し
て

い
ま
す
。

宅
地
や
建
物
は

一
生
に

一
度
買
う
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
大
き
な
買
物
で
あ
り
、
し
か
も
代

金
と
品
物
を
そ
の
場
で
交
換
す
る
と
い
う
単
純

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
分
に
考
え
て
行

動
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。

不
動
産
業
者
の
選
び
方

不
動
産
を
販
売
す
る
た
め
に
は
、
宅
地
建
物

取
引
業
者
と
し
て
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
建
設

大
臣
の
営
業
免
許
が
必
要
で
す
。
業
者
の
免
許

の
有
無
や
業
績
の
あ
ら
ま
し
は
県
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
よ
く
調
べ
て
信
用
の

お
け
る
業
者
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
近
売
る
だ
け
が
目
的
の

一
部
業
者
も
み
ら

れ
ま
す
の
で
、
将
来
の
こ
と
も
考
え
て
慎
重
な

判
断
が
必
要
で
す
。

購
入
し
よ
う
と
す
る
物
件
は
必
ず
事
前
調
査
を

不
動
産
業
者
は
取
引
を
す
る
前
に
必
ず
「
重

要
事
項
説
明
書
」
で
説
明
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
買
主
は
そ
の
内
容
を
よ
く

読
ん
で
、
そ
の
上
で
次
の
調
査
を
し
て
お
き
ま

、しょ、っ
。

川

購
入
す
る
物
件
の
調
査

購
入
し
よ
う
と
す
る
物
件
の
地
形
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
、
排
水
、
境
界
線
、
交
通
機
関
、

周
囲
の
環
境
や
建
物
な
ど
自
分
の
目
で
細
か
く

見
て
、
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
調

ら
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ω
法
的
規
制
の
調
査

低
当
権
等
の
担
保
が
つ
い
て
い
な
い
か

(土

地
と
建
物
は
別
々
に
登
記
)
法
務
局
で
謄
本
を

と
っ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
都
市
計
画
法

や
建
築
基
準
法
そ
の
他
法
令
に
基
づ
く
制
限
の

有
無
な
ど
に
つ
い
て
も
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

契
約
内
容
を
十
分
検
討
し
て

物
件
を
よ
く
確
か
め
た
上
で
契
約
を
し
ま
し

ょ
う
。
契
約
書
に
氏
名

・
印
鑑
を
押
す
前
に
よ

く
契
約
内
容
を
読
み
、
納
得
が
い
か
な
い
場
合

は
よ
く
説
明
を
受
け
る
こ
と
、
約
束
が
あ
れ
ば

口
約
束
で
は
な
く
必
ず
書
面
で
残
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

①

売
主
の
確
認

売
主
が
売
買
物
件
の
登
記
簿
上
の
所
有
者

と

一
致
す
る
か
ど
、
っ
か
。

②

物

件
の
表
示

こ
れ
も
登
記
簿
謄
本
の
表
示
と

一
致
し
て

い
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。

企道路下に敷かれたパイプ

制
丸山宇

多

f

置
す
る
熱
交
換
機
付
タ
ン
ク
に
集
中
。
こ

の
中
に
浸
し
た
直
径

一
弓

M
の
真
水
入
り

の
パ
イ
プ
を
熱
交
換
機
と
し
て
使
用
し
、

約
十
五
度
に
温
め
た
お
湯
を
再
ぴ
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
し
て
道
路
面
の
温
度
を
二
度
ぐ
ら

い
に
温
め
雪
を
融
か
そ
、
っ
と
す
る
も
の
。

道
路
下
の
パ
イ
プ
を
通
り
、
冷
え
た
水

は
再
ぴ
熱
交
換
機
の
中
で
あ
た
た
め
て
利

用
す
る
の
で
、
水
と
熱
の
有
効
利
用
が
図

ら
れ
ま
す
。

こ
の
設
備
、
通
産
省
の
五
十
九
年
度
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
利
用
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
方
面
か
ら
注
目

を
浴
ぴ
て
い
ま
す
。

今
年
の
冬
の
温
泉
街
は
、
ゲ
タ
ば
き
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
ま
す
よ
。

汁4

ぜ
ひ
お
い
で
を
。

2
0
ず

0
0
〈
ふの
し
の
闘
E
2
0
ず
U

③

代
金
と
支
払
い
方
法

価
格
、

支
払
時
期
、
支
払
回
数
な
ど
に
つ

い
て
も
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
る
か
。

ま
た
、
不
動
産
の
取
引
で
は
、
契
約
時
に

手
付
金
を
支
払
う
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
額
は
通
常
代
金
の
二
O
は
以
内

が
多
い
よ
う
で
す
。

④

契
約
解
除

契
約
解
除
は
売
主
買
主
の
ど
ち
ら
か
ら
で

も
契
約
の

一
つ
に
違
反
し
た
と
き
は
契
約
を

解
除
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
業
者
に
よ
っ
て
は
、
売
主
の
解
除
権
だ

け
を
定
め
買
主
の
解
除
に
全
く
触
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
確
か
め
て
お
き

宇
品

1
V
ト
品
、
ハ
ノ
。

⑤

物
件
の
引
渡
し
と
所
有
権
移
転
登
記

買
主
の
代
金
支
払
い
と
売
主
の
物
件
引
渡

し
及
ぴ
所
有
権
移
転
登
記
の
三
つ
が
同
時
に

行
わ
れ
る
こ
と
が

一
番
望
ま
し
い
あ
り
方
で

す
。

⑥

危
険
負
担

契
約
か
ら
物
件
の
引
渡
し
ま
で
に
天
災
地

変
風
水
、
火
災
な
ど
不
可
抗
力
で
物
件
の
引

渡
し
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
、
買
主
の
代

金
の
支
払
義
務
は
ど
う
な
る
か
。
民
法
で
は

買
主
が
負
担
(
引
渡
し
は
受
け
れ
な
い
が
、

代
金
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
約
を

し
て
売
主
負
担
と
な
る
よ
う
に
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

⑦

住
宅
の
保
証
期
限

(暇
抗
責
任
)

契
約
の
時
に
わ
か
ら
な
く
入
居
し
て
か
ら

雨
も
り
す
る
な
ど
修
理
を
要
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
住
宅
の
保
証
期
間
は

一
般
的
に

は
二
年
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
住
宅
の
種
類
や
業
者
に
よ
っ
て
も

期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
事
前
に
調
べ
て
と

り
決
め
て
お
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
の
適
用

宅
地
建
物
取
引
業
者
と
売
買
契
約
を
し
た
後
、

解
約
を
し
た
い
場
合
契
約
し
た
日
か
ら
五
日
以

内
に
書
面
で
通
知
す
れ
ば
無
条
件
解
約
と
な
り

ま
す
。
こ
の
制
度
を
ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
と
い

い
ま
す
。
し
か
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
ク
l

リ
ン
グ

・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

O
業
者
の
事
務
所
(
現
場
事
務
所
、
展
示
場
な

ど
を
含
む
)
で
契
約
し
た
場
合

業
者
が
十
区
画
以
上
の
宅
地
ま
た
は
十
戸
以

上
の
建
物
の
分
譲
を
案
内
所

(土
地
に
定
着
す

る
建
物
に
限
る
。
従
っ
て
テ
ン
ト
張
り
、
仮
設

小
屋
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
)
を
設
け
て
行
う
場
合
、

そ
の
案
内
所
で
契
約
し
た
場
合
は
ク
l
リ
ン
グ

.
オ
フ
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

O
買
主
が
要
望
し
て
自
宅
や
勤
務
先
で
契
約
し

た
場
合

O
代
金
を
全
額
支
払

っ
て
物
件
の
引
渡
し
を
受

け
て
し
ま
っ
た
場
合

'15 

以
上
お
お
ま
か
な
注
意
点
を
の
べ

ま
し
た
が
、

宅
地
建
物
を
購
入
す
る
場
合
は
官
公
庁
や
し
っ

か
り
し
た
専
門
家
の
助
言
を
受
け
慎
重
に
購
入

し
た
い
も
の
で
す
。

(
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
)



【

8月20日
麗新幹線即時着工の

願いを込めて

自民党の整備新幹線早期着工促進

議員連盟が東京都内のホテルで「北

陸 ・東北新幹線即時着工要求総決起

大会」を聞きました。

大会には、 二階堂副総裁をはじめ、

同促進議員連盟の衆参両院議員、東

北、北陸を中心に九州ルートを含め

た沿線の知事、議会関係者ら約 800

名が集まり 8月着工の実現を求めま

した。

また同日、北陸新幹線建設促進同

盟会(会長 ・中沖富山県知事、 10都

道府県で構成)も都内のホテルで総

会を聞き 、北陸新幹線の即時着工を

不退転の決意で政府に要望していく

ことをi夫めました。

22日行われた、自民党と政府関係

閣僚による整備新幹線建設問題に関

する協議で、東北、北陸新幹線につ

いては環境影響評価が終了した場合

に工事実施計画の認可を申請するこ

とができる。また、財源問題、国鉄

分割 ・民営化後の建設、運営主体の

在り方、並行在来線廃止の具体的内

容について合意を得るため政府 ・自

民党一体となって検討機関を設ける

ことなどを申し合わせました。

8月22日
麗まちまわり・語るつどい

知事のまちまわり ・語るつどいが

平 ・上平の両村で行われました。

語るつどいは平村若者センター ・

春光荘で聞かれ、両村の代表者ら約

100名が参加し、国道156号、 304号の

防災施設整備や雪対策などについて

意見が出されました。

また、この語るつどいに先立ち、

平村相倉で県外出身の若妻10人と知

事との懇談会も聞かれ、都会から山

村へ嫁に来ての感想や、今後の地域

振興について語り合いました。

8月23日
麗情報化社会に向けて

富山産業展示館(テクノホール)

で高度情報シンポジウムが聞かれま

した。

qフ

シンポジウムは、「高度情報社会の

展望」、「高度情報化と地域社会」と

題する基調講演、「高度情報化による

豊かな地域社会の形成に向けて」を

テーマとするパネルデイスカ ッショ

ンの順で行われました。

8月24日
麗呼び戻そう北方の白島

炎天下のなか、県庁前公園で北方

領土返還要求富山県大会が開催され

ました。これは、北方領土の早期返

還を実現し、日 ソ両国間に真の平和

と友好を確立するとの我が国政府の

基本姿勢に立って、全県的な北方領

土返還要求運動の盛り上げを図ろう

と開催されたものです。

8月28日
麗県営クレー射撃場オープン
福光町文川七に福光射撃場が竣工

しました。

この射撃場には、スキート射場 1

面 (8射台)、トラップ射場 1面 (5 

射台)が整備されています。

企北方領土返還を願って

なお、休場日は毎週火曜日となっ

ています。

8月30日--9月1日
麗北信越国民体育大会

第40回国民体育大会「わかとり国

体」のブロック予選会として第 6回

北信越国民体育大会が8月30日から

9月1日までの 3日間を中心会期に

県内10市町村、県外 2市町において

開催されました。

8月17・18日、福井県で行われた

漕艇競技会には国体三連覇中の八尾

高校漕艇部が出場し好成績を治めま

した。

なお、第40回国体夏季大会の結団

壮行式は 9月12日県庁大ホールで行

われました。

9月1日
~いきいき富山のミス

研修会

県内各地で選出されたいきいき富

山のミス約30名を集めての研修会が

県民会館で開かれました。

研修会では、「ディスカバーとや

ま」、「富山県の観光について」、「優

しさとの出会しりと題する講演のほ

か観光映画の上映や座談会が行われ

ました。

場内は、いつも彼女らの愛らしい

笑顔でつつまれていました。

8月 16日 ~9月 15日
麗青年年施設と友の運動祭

富山産業展示館のホールで施設と

友の運動祭が聞かれました。これは、

施設に入所している重度の身体障害

者と県民との交流の場を提供し、ま

た相互理解を深めてもらおうと企画

されたものです。

501;，走、買物レースなどの競技の

ほか、アトラクションとして富山第

一高校生によるドリル演奏なども披

露されました。

9月4・5日
翻親子孫三世代の輪

第 7回老人若返り祭りが県民会館

で聞かれました。

お老寄り自らが、生きがいを見い

出し若返りを図ってもらうため、親

子孫の 3世代の皆さんで郷土芸能等

を演じるなど、開催されたものです。

地下展示場での、手作り作品の展

示即売会のほか、年金 ・健康相談や、

大ホールでの演芸のど自慢大会が行

われました。

9月7日
図上市川第二ダム竣工式

本年 7月、 11年の歳月をかけ竣工

した上市川第二ダムの竣工式が執り

行われました。

このダムは、堤高671;，、堤頂長205

1Z、総貯水容量 780万立方ιの中央

遮水壁型ロックフィルダムで洪水調

節流水の正常な機能の維持及ぴ発電

を目的とする多目的ダムです。

このダムの竣工により、上市川下

流沿川の洪水防御と水力エネルギー

の供給が行われ、今後の効果が期待

されます。

9月13日
麗 9月定例県議会始まる

9月定例県議会が招集されました。

午前10時からの本会議で、会期を27

日までの15日間と決め、 一般会計補

正予算案など一括上程し、知事が提

案理由を説明しました。

刊5

4
『県
議
会
知
事
提
案
理
由
説
明



報

スクランブル

併de・
e

・
4

・

a
'
a

・・a
p

---
p
 

d

・--
a
，
 .

.

.

 

.

.

.
 ，
 

••• 4

・・・
••• ••• 4

・・・
.
.
.
 ，
 

••• 4

・・・
.
.
.
 ，
 

••• 4

・・・

• 
品ト鳥山町
集

-
-
雪
に
強
い
住
宅
づ
く
り
ア
イ
デ
ア

H

住
ま
い
の
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
に
よ
り
、

冬
期
間
も
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
H

こ

れ
を
テ
l
マ
と
し
た
、
住
宅
守
つ
く
り
の
工

夫
、
提
案
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
用
紙
の
配
付
は
、

県
庁
建
築
住
宅

課
お
よ
ぴ
土
木
事
務
所
建
築
課
で
行

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
市
町
村
の
建
築
担
当
課
で

も
行

っ
て

い
ま
す
。

マ
応
募
期

間

十

月

三
十
一
日
肘
ま
で
'

マ
問
い
合
わ
せ

県
庁
建
築
住
宅
課
建
築
指
導
係

mO七六四
(三
一)
四一一

一内
線
六
六
六
・
六
六
七

= 近代美術館

10月20固まで =

事ヰ

プ 展

覧観

シュルレアリズム ・抽象美術の彫
刻家ジャン ・アルプの生誕 100年記

念展。厳しい有機的フォルムの追求
から生まれ、詩とユーモアの精神に
あふれたアルプの造形世界の全貌を、
75点の彫刻を中心に、レリーフ、素

描、タピスリーを加えた 130余で紹
介します。

生誕100年記念

J!I ーァ
ノ

4

司
鳥
の
骨
格

-
県
民
大
学
校
秋
季
講
座

県
民
大
学
校
秋
季
講
座
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で

お
早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
小
矢
部
市、

滑
川
市
の
各

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
た
は、

県
生

涯
学
習
セ
ン

タ
ー

mO七六四
(四
一)
六
三
五
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

師 演 題場 所 講日 時

「ーー

小総矢合部会市館大ホール11月9日 14B寺
作家

現代の語かた辺りぺになるということ

市滑民川市会館大ホ ル
辺見じゅん11月9日 19時

11月16日 19B寺 市滑民川市会館大ホール NHKアナウンサー
言葉の外にことばありあいかわ ひろし

小総矢合部会市館大ホ ル
相)11 r告11月17日 14時

11月23日 14B寺 小総矢合部会市館大ホール 宗教家
しょうゆう 日本人の心iま訟やま

勝友滑川市 花山11月23日 19時 市民会館大ホール

竹月 1日~竹月ア日
「文化」は、私たちひとりひとりの

心の中から生まれ、日頃の暮らしの

中ではぐくまれ培われながら 、人々

の心の結びつきのよりどころとなっ

ています。

私たちの身近なところの文化財を

いつまでも私達の手で保護 ・保存し

ていきましょう 。

文化財保護強調週間
10月の街頭献血日程

日曜 場 所 時間 日曜 場 所 時間

f(:tl 富山駅前 10 ∞~16 ∞ 1批)魚サ津ン市プラザ前 10 ∞~15:30 

!l::tl 高岡駅前 10 ∞~15 30 1~ 富山駅前 10 ∞~16 00 

日目)黒メ部ル市シ一前 10:00~15:30 20:8) 富中山央市通り前 10 ∞~16 ∞ 

助4福福光祉町会館前 10:00~15:30 官ぬ 小小杉杉町町役立場図前書館前 193∞∞~~1125∞ 30 

1a:tJ 富山駅前 10 ∞~16 ∞ 24::村 朝職工日会町館前 10 ∞~15 30 

1a:tl 高岡駅前 10 ∞~15 30 2a:tl 富山駅前 10 ∞~16 ∞ 

13:日)富山西武前 10 ∞~16 ∞ 領土)高岡駅前 10 ∞~15 : 30 

H休)小矢部市役所前 10 ∞~15:30 27(日)高岡駅前 10 ∞~15 30 

1&翁 新湊市役所前 10 ∞~15:30 洩l*l小;章矢沢部支所市前 10 ∞~15 30 

闘

催

-
発
明
と
く
ふ
う
展

県
民
の
発
明
く
ふ
う
に
対
す
る
関
心
と

創
作
意
欲
の
向
上
を
テ

l
マ
に
、
第
二
十

三
回
富
山
県
発
明
と
く
ふ
う
展
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

十
月
十
三
日
お
よ
び
十
五
日

マ
会
期

午
前
九
時
i
午
後
五
時
(
但
し

十
五
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

マ

会

場

富
山
市
産
業
奨
励
館

-
と
や
ま
産
業
情
報
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

情
報
化
社
会
に
お
け
る
産
業
の
活
性
化

産
業
の
高
度
情
報
化
を
目
指
し
て
「
と
や

ま
産
業
情
報
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。

第

一
部
で
は
、
企
業
が
情
報
化
に
対
応

し
て
い
く
た
め
の
順
を
追
っ
た
手
立
て
に

つ
い
て
考
え
、
第
二
部
で
は
、
高
度
情
報

化
社
会
に
お
け
る
産
業

・
社
会
の
新
た
な

展
開
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
最

後
に
総
括
講
演
を
行
い
ま
す
。

マ
開
催
日
十
月
二
十

一
日

場

所

名

鉄

ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル

な
お
、
会
費
は
、
テ
キ
ス
ト
・

昼
食
代

金
込
み
で
三
千
円
で
す
。
詳
し
く
は
、
県

庁
商
工
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

(m県
庁
内
線
き
五)

.
富
山
デ
ザ
イ
ン
展

第
二
十
五
回
デ
ザ
イ
ン
展
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
、
「
楽
し
く
、
夢
の
あ
る
テ
レ

ホ
ン
L

を
特
別
テ

l
マ
と
し
て
い
ま
す
。

お
も
し
ろ
い
形

・
色
、
あ
な
た
も
漸
新

な
デ
ザ
イ
ン
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
会
期

十
月
二
十
六
1
二
十
八
日

会

場

高

岡

地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

詳
し
く
は
、富
山
県
デ
ザ
イ
ン
協
会
(
富

山
県
工
業
試
験
場
内

)
m宅
六六
(
三
)
ニ
一
三

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

テレビ広報

・北日本放送
毎週日曜日 AM8: OO~8 : 30 
「こんにちは富山県です」

・富山テレビ放送
毎週日曜日 AM9:∞.--...9:30 
rl10万人のひろば
ークイズフォーカスインー」

見てください

聞いてください
県広報

固圃固[8J 匝E匝面 圃

ε翠lmH翠冨WlG.EJ監主主益還量語圏亙9-・・ ~ 盟国.. 軍司・・・

'18 

ラジオ広報

・FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホットな話題を
クリアなサウンドでおとどけ
します

毎週月~金曜日 AM9: 30~ 9 : 35 

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎月第 2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日〉毎日
毎月第 2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

-困りこと相談所

警察本部防犯少年課

宮 0764-33-8080
・覚せい剤・ サラ金相談

警察本部生活保安課

ft0764-41-8904 
・暴力団ゼ口110番

警察本部捜査第二課

宮 0764-42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています。

-消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

宮 0764-32-2949

-消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 0766-25-2777

'18 

富山市新総曲輪1-7(県庁内)

宮(0764)31-4111 ('代)
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮 (0766)21-9411 

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

ft (0763) 33-5151 

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311 

~ 

主主

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

談ヰ目民-県



も
っ
と
イ
キ
イ
キ
し
た
富
山
県
を

私
に
は
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
若

い
世
代
の
者
が
も

っ
と
イ
キ
イ
キ
と

生
活
す
る
う
え
で、

富
山
が
如
何
に

あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

富
山
県
に
は
、
ま
ず
繁
華
街
ら
し

い
繁
華
街
が
あ
り
ま
せ
ん
。
県
内
に

私
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
遊
園
地
だ

っ
て
、
ち
っ
ぽ

け
な
も
の
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京

デ
ィ
ズ
二

イ
|
ラ
ン
ド
ま
で
の
、
大

き
な
も
の
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
ん
で

す
。
せ
め
て
一
日
中
か
か
っ
て
も
乗

り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
乗
り
物
の
数
が

そ
ろ

っ
て
い
る
遊
園
地
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。

ぞ
れ
か
ら
、
自
然
を
大
切
に
す
る

シリーズ⑩

協調

とやま
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
私
も
、

自
然
、が
大
好
き
で
す
。
で
も
自
然
が

多
い

っ
て
事
と
時
代
に
遅
れ
て
い
る

の
と
は
全
く
ち
が』
つ
ん
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
は
、
そ
こ
に

し
か
な
い
良
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

富
山
県
に
も
、
す
ば
ら
し
い
良
さ
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は

胸
を
は

っ
て

「富
山
県
出
身
で
す
。

」

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

都
会
が
い
い
と
言
う
の
は
、
た
だ

単
に
遊
ぶ
場
所
が
多
い
か
ら
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な
勉
強
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
都
会
は
遊
び
場
が
多

い
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
学
校
が

あ
る
の
で
す
。
ぞ
れ
が
最
も
う
ら
や

ま
し
い
で
す
。

上
市
町

女
性

富
山
県
の
カ
ラ
ー
を

子
供
の
頃
、
な
ぜ
富
山
の
よ
う
な

ど
ん
よ
り
と
し
た
灰
色
の
地
に
生
ま

れ
た
の
か
と
情
け
な
く
思
わ
れ
明
る

く
自
由
に
開
放
さ
れ
た
都
会
に
撞
れ

ま
し
た
。

十
代
の
終
り
、

二
十
代、

三
十
代

前
半
を
東
京
で
過
ご
し
、
滑
川
に
帰

っ
て
十
年
経
っ
た
今
、
自
分
が
か

っ

て
抱
い
て
い
た
灰
色
の
イ
メ
ー
ジ
は

不
思
議
な
程
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ

て
カ
ラ
フ
ル
で
あ
る
は
ず
の
東
京
の

方
が
灰
色
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
の
な
か
の
価
値
感
の
変
化
か
、

あ
る
い
は
実
際
に
生
活
向
上
・
技
術

向
上
な
ど
で
富
山
が
明
る
く
な
っ
た

の
か
、
時
々
ふ
っ
と
考
え
ま
す
が
、

魚
津
市
の
国
道
8
号
線
沿
い
か
ら

東
に
か
け
て
、

リ
ン
ゴ
園
が
広
が

っ

て
い
ま
す
。

ま
ち リ
カτ ン
いコ
でを

漢林
字檎
で 〉

はと
書

苦:み
るは

と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
人
も
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
中
国
で
は
セ
イ
ヨ
ウ

け
ノン

コ

(中
国
に
は
、
古
く
か
ら
別

種
の
リ
ン
ゴ
が
あ
る
)
を

〈草
果
〉

と
書
く
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

き
っ
と
そ
の
両
方
な
の
で
し
ょ
う
か
。

青
、
碧
、
紫
、
様
々
に
変
化
す
る

海
色
、
樹
木
の
緑
、
空
色
そ
し
て
雪

の
白
、
そ
の
中
で
県
民
は
樹
の
幹
に

も
似
て
し
っ
か
り
律
義
に
根
を
張
り

い
つ
も
土
に
伸
ぴ
ょ
う
と
い
う
気
概

に
満
ち
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
豊
か
な

稲
穂
の
黄
金
色
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の

赤
が
加
わ
っ
て
、
自
然
色
に
恵
ま
れ

た
明
る
い
富
山
の
独
自
の
カ
ラ
ー
を

あ
み
出
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

決
し
て
、
何
が
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な

い
程
カ
ラ
フ
ル
な
都
会
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
版
で
な
い
も
の
を
:
:
:
。

滑
川
市

女
性

日
本
に
最
初
に
リ
ン
ゴ
が
入
っ
た

の
は
、
文
久
年
問
、
本
格
的
導
入
は

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
以
後
で

す
。
富
山
県
で
の
リ
ン
ゴ
栽
培
は
、

一
九

O
一
年
(
明
治
三
十
四
年
)
刷

山
村

(現
入
善
町
)
の
長
島
次
郎
右

エ
門
氏
が
、
植
栽
し
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
四
年

後
、
加
積
村
(
現
魚
津
市
)
吉
島
の

富
居
多
次
郎
氏
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
の
が
加
積
リ
ン
ゴ
の
始
ま
り
で
、

今
日
ま
で
本
県
唯

一
の
産
地
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
、
こ
の
地
区

一
帯
は
、
附

近
を
流
れ
る
片
目
八
川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
、
水
稲
作
が
不
安
定
で
し
た
。
し

か
し
、
片
員
川
の
数
度
の
氾
濫
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
宅
地
内
の
柿
の
生
育
、

結
実
状
況
も
良
い
こ
と
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
て
、
リ
ン
ゴ
の
栽
培
が
始
ま
り

ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
頃
に
は
、
産
地
は

魚
津
市
を
中
心
に
滑
川
市
や
黒
部
市

の

一
部
も
含
め
八
十
信
に
達
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
水
田
の
基
盤
整
備
事

業
の
実
施
に
伴
っ
て
、
用
排
水
路
が

整
備
さ
れ
た
た
め
、
リ
ン
ゴ
園
が
水

田
へ
転
換
さ
れ
、
現
在
で
は
、
リ
ン

TOYAMA JAST NOW 

神通峡 ・片路峡の紅葉 10・11

私の県政ルポ「県立図書館j 12・13

くらしの情報コーナー 14 

くらしの相談室 一一一15

トピッ クス 16・17

情報スクラ ンプル 18・19

県民ひろば 20 

特産王国とやま 「加積リンゴ」 表 3

20  

表 2エッセー萩の花

クローズア ップ

幼児交通安全教育セミナー開催 1 

順調に進んでいます県づくりプラン一一一一一 2"-'5

豊かな経験と技能を社会のために ・ 6 

国民年金が変わります 7 

やさしさを隣人に (共同募金) 8 

シリーズ成人病の予防(5)

生活の中の肥満予防 9 

高瀬重雄10月号

• 
も

く

じ

ゴ
の
産
地
は
魚
津
で
三
十
九
広
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
代
の
経
過
に
よ
っ
て
栽

培
品
種
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
昭

和
四
十
年
代
に
は
、
「
祝
」
、
「
旭
」
な

ど
の
品
種
が
主
で
し
た
が
、
五
十
年

代
か
ら
は
、
「
つ
が
る
」
、
「
ふ
じ
」
へ

と
基
幹
品
種
が
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
「
ふ
じ
」
は
栽
培
面
積
の
四

0
1
五

O
江
、
生
産
量
の
五

0
1
六

O
伐
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
「
つ

が
る
」
が
多
く
、
両
品
種
で
全
栽
培

面
積
の
七

O
ば
、
生
産
量
の
八

O
ば

を
占
め
ま
す
。

「
魚
津
の
ふ
じ
は
日
本

一
う
ま
い
L

と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
収
穫
時
期
に
関
係
が
あ
り

ま
す
。
東
北
地
方
で
は
凍
結
を
避
け

る
た
め
十
月
半
ば
ま
で
に
収
穫
を
終

え
ま
す
が
、
加
積
地
区
で
は
、
完
熟

し
た
も
の
を
十

一
月
に
収
穫
し
ま
す
。

こ
れ
が
、
リ
ン
ゴ
の
味
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

加
積
リ
ン
ゴ
は
、

主
と
し
て
県
内

向
け
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
富
山
の
特
産
加
積
リ
ン
ゴ
を

度
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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